
























































































































































これは、1954 年から 2 年間にわたり、ミャンマーの首都ヤンゴンにおいて開催された最近かつ最
大の結集である。 














































































（ Dīgha-bhāṇaka Abhayatthera ）、 相 応 部 誦 者 チ ュ ー ラ シ ー バ 長 老 （ Saṃyutta-bhāṇaka 
Cūl̥asīvatthera）などである。そして遂には長部誦者・三蔵師マハーシーバ長老（Dīgha-bhāṇaka 
Tipiṭaka Mahāsīvatthera）と呼ばれた最優秀の人物も出現している。彼の名前と教説見解は、
スリランカの長老の中で註釈書に最も多く引用言及されている。言うまでもなく「三蔵師」
とは三蔵すべてに通じている学殖豊かな優れた者に与えられる特別な称号である。 
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62　　シンポジウム「聖典はどのように伝えられたのか―宗教の言葉と思想を考える」報告
